
行
政
だ
よ
り

協
会
だ
よ
り

閲 

覧 

室

資  

料

申
込
書
関
係

おかやま

OKAYAMA Truck Transport Information

令和7年度中国運輸局岡山運輸支局長表彰
はたらくトラックファミリーフェスタを開催
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本 会 〒700-8567
岡山市北区青江1-22-33
TEL  086-234-8211 （代） 　 FAX  086-234-5600

岡 山 支 部 〒700-0941
岡山市北区青江1-22-33
TEL  086-234-8211 　 FAX  086-234-5600

倉 敷 支 部 〒710-0847
倉敷市東富井850-1
TEL  086-425-0108 　 FAX  086-425-0138

備 中 支 部 〒714-1224
小田郡矢掛町本堀1296-1
TEL  0866-83-1365 　 FAX  0866-83-1366

美 作 支 部 〒708-0842
津山市河辺722-5
TEL  0868-26-4436 　 FAX  0868-26-4450

備 前 支 部 〒705-0023
備前市伊里中516-1
TEL  0869-67-2882　 FAX  0869-67-2883

自動車運転練習場 〒709-0626
岡山市東区中尾355-1
TEL  086-279-8022 　 FAX  086-279-8022

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　1 階
TEL  086-234-1332 　 FAX  086-234-5600

岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県高速運輸事業協同組合

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　2 階
TEL  086-234-8100 　 FAX  086-234-8383

自動車事故対策機構　岡山支所
運行管理者各講習・適正診断等に関するお問い合わせは
こちらへご連絡ください。

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　3 階
TEL  086-232-7053 　 FAX  086-231-6742

一般社団法人 岡山県トラック協会及び支部 ご案内

岡山県トラック総合研修会館 入居団体 ご案内

1.	 	令和7年度中国運輸局岡山運輸支局長表彰
2.	 	はたらくトラックファミリーフェスタ2025を開催
4.	 	「トラックの日」小学生絵画コンクールの表彰式について
5.	 	小学生絵画コンクール入賞作品について
7.	 	青年協議会はたらくトラックファミリーフェスタに参加
8.	 	物流企業合同企業説明会＆トラック運転体験乗車会を開催
9.	 	チャリティゴルフを開催しました
10.	 	中国トラック協会　事故防止研修会を開催
12.	 	全国トラックドライバーコンテスト
12.	 	岡山県物資オペレーション訓練に参加
13.	 行政だより
 ・ トラック物流問題解決に向けたオンライン説明会
 ・ 令和7年度 年末年始の輸送等に関する安全総点検
 ・ 年末年始の交通事故防止県民運動
 ・年末年始の年次有給休暇取得促進について

29.	 協会だより
 ・令和７年度第２回整備点検講習会のご案内
 ・人材確保・労働環境改善セミナー
 ・助成金をご活用ください
 ・無料採用ホームページ制作のご案内
 ・令和7年度主な助成事業の申請状況について
 ・青年協議会 会員募集中！

38.閲覧室
 ・自動車事故対策機構岡山支所だより
 ・ヤマト・スタッフ・サプライ
 ・お知らせ

C o n t e n t s

［今月のトピックス］
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　トラックドライバー不足が深刻化しています。新たにトラック運送業界へ人材を流入させるため、トラッ
クの乗車体験を盛込んだ企業説明会を以下のとおり実施しました。
　第1部の合同企業説明会では、17社が参加し求職者へ企業案内や募集内容等を説明しました。その後、
求職者は自動車運転練習へ移動し、第2部のトラック乗車体験を行い、大型・中型トラックの運転を体験
しました。

（1）開催日時	 令和7年10月25日（土）11：30～16：00
（2）開催場所	 ①合同企業説明会　岡山県トラック協会　総合研修会館4階
	 ②トラック乗車会　岡山県トラック協会　自動車運転練習場

令和7年度
「物流企業合同説明会＆トラック乗車会」
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第29回
「トラックの日」記念ゴルフコンペを開催

山下 洋一さん ㈱水島流通システム が優勝

　10月10日（金）、「後楽ゴルフ倶楽部」（岡山市北区真星）で『第29回「トラックの日」記念ゴルフ
コンペ』を開催し、85名の方が参加されました。当日は天気も良く絶好のゴルフ日和となりました。

優　勝 山下　洋一さん　㈱水島流通システム 70.0（NET）

準優勝 鵜川　知大さん　㈱カーワークス 70.2（NET）

第3位 片平　公二さん　㈱東部典礼 70.6（NET）

第4位 守谷　征広さん　㈱瀬戸内商事運輸 72.2（NET）

第５位 奥井　雅信さん　全国交通運輸労働組合総連合 72.4（NET）

ベストグロス 山下　洋一さん　㈱水島流通システム  76

ニアピン

3H 鵜川　知大さん　㈱カーワークス

3H 柴田　雅彦さん　㈱新開トランスポートシステムズ

7H 栢野　英二さん　竹井運送㈱

7H 井原　孝浩さん　岡山三菱ふそう自動車販売㈱

12H 原田　和充さん　岡山県貨物運送㈱

12H 松本　浩二さん　不二倉庫運輸㈱

17H 依田　昭夫さん　㈱旭東運送

17H 稲村　貞芳さん　サンナイト㈱
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　10月25日（土）・26日（日）の両日、「自動車安全運転センター安全運転中央研修所」
（茨城県ひたちなか市）で「第57回全国トラックドライバーコンテスト」が開催され、
各都道府県の地区大会を勝ち抜いてきた146名（うち女性27名）のドライバーが参
加しました。
　選手たちは、学科競技（法規・構造機能・運転常識）と実科競技（運転技能・点検）に挑み、プロトラックドライバー日本
一を競いました。
　岡山県から出場した11トン部門の押柄賢忠さん（㈲野口運輸商事岡山営業所）、4トン部門の黒田聖賜さん（両備トラ
ンスポート㈱津山営業所）、女性部門の後藤栞奈さん（岡山スイキュウ㈱倉富物流センター）の3名は、入賞には至りませ
んでしたが、日ごろの力を遺憾なく発揮されました。

　11月5日（水）・11月6日（木）の2日間、鴻池運輸真庭配送センターにて、大規模災害時等に県内の被災地へ必要な支援
物資を確実に届けるため、県の物資拠点と市の物資拠点、及び避難所を連携させた物資オペレーション訓練に参加しま
した。
　訓練では、

南海トラフを震源域とするマグニチュード9.0クラスの地震が発生した。県内では最大震度6強を観測し、被害の
発生が相次ぎ、沿岸部では約2～3メートルの津波が到達した。県を始め、浅口市、鏡野町は災害対策本部を直ちに
設置し、人命救助を最優先に応急対応を実施するとともに、物資支援を受け入れるため、県は1次物資拠点を鴻池運
輸真庭配送センターとし、浅口市、鏡野町は11月6日（木）の12時00分までに2次物資拠点を開設することとした。

という想定で、避難所に対する物資輸送や、物資拠点の開設・運営の訓練を通じ、県、市、町及び物資輸送関係機関と物資
に係る相互連携を強化しました。

第57回全国トラックドライバーコンテスト

令和７年度岡山県物資オペレーション訓練に参加
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行政だより

様式１－４
（事業者用）

事業所名：

点検実施日：

点点検検結結果果

２２．．
健健康康管管理理体体制制のの状状況況
「「事事業業用用自自動動車車のの健健康康管管理理ママニニュュアアルル」」関関係係
（（点点検検項項目目文文中中、、「「健健康康管管理理ママニニュュアアルル」」ととすするる））

(1)

「健康管理マニュアル」に記載されている、定期健康診断の結果に基
づく、運転者の健康状態を把握するため、以下の事項を適切に実施
する体制を整備しているか。
・要再検査等の所見がある場合には、医師の診断等を受けさせ、所
見に応じた検査の受診
・これらの結果を把握し、医師から結果に基づく運転者の乗務に係る
意見の聴取
・医師の意見を勘案し、乗務の継続、業務転換、乗務時間の短縮、夜
間乗務の回数の削減等の業務上の措置を決定するとともに、健康状
態の継続的な把握

(2)

「健康管理マニュアル」に記載されている乗務中における運行中止の
判断目安等に従って、以下の事項を適切に実施するための体制を整
備しているか。
・乗務前点呼において、運転者が安全に乗務できる健康状態かどうか
を判断し、乗務の可否を決定
・運行中の運転者の体調変化等による運行中止等の判断・指示

(3)

運転者に対して運行中に体調の異変を感じた時に、無理に運行を続
けると非常に危険であることを理解させ、運行中に体調の異常を少し
でも感じた場合、速やかに営業所に連絡する等の指導を徹底している
か。

(4)

脳・心疾患や睡眠・視野障害等の運転に支障を及ぼすおそれのある
疾病等の着実かつ早期の発見のため、当該疾病に関するスクリーニ
ング検査等を運転者に受診又は検討しているか。 （「健康管理マニュ
アル」において推奨事項。）

３３．． 運運転転者者にに過過労労運運転転をを行行わわせせなないいたためめのの安安全全対対策策のの実実施施状状況況

(1)
「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」告示の内容を遵
守しているか。

(2) 適切な運行指示書の作成及び適切な指示をしているか。

４４．．
運運転転者者にに飲飲酒酒運運転転やや薬薬物物運運転転等等をを行行わわせせなないいたためめのの安安全全対対策策のの実実
施施状状況況

(1)

「自動車運送事業者における飲酒運転防止マニュアル」に基づき、運
転者への飲酒運転対策の理解促進、アルコール依存症のスクリーニ
ング検査の実施および日頃の点呼等を通じて、アルコール依存等の
運転者の状態把握に努め、翌日に乗務がある場合の飲酒等について
指導しているか。

(2)
覚せい剤や危険ドラッグ等の薬物使用防止に対する指導・啓発活動
を実施しているか。

自自主主点点検検表表（（トトララッックク））

重重　　点点　　点点　　検検　　事事　　項項 問問題題点点ががああれればばそそのの内内容容とと講講じじたた措措置置等等
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行政だより

様式１－４
（事業者用）

55．． 車車両両のの日日常常点点検検整整備備、、定定期期点点検検整整備備等等のの実実施施状状況況

(１)
車輪脱落事故や車両火災事故及び車体腐食事故をはじめとした整

備不良事故を防ぐため、自動車点検基準に基づく日常点検及び定期
点検が確実に実施されているか。

(２)
自動車の点検整備等に関する社内規程の内容について、整備管理

者や整備担当者、運転者等への周知徹底が図られているか。

(３)

大型車の車輪脱落事故防止「令和７年度緊急対策」に基づく 「車輪
脱落事故防止キャンペーン」の取組内容について、運行管理者、整備
管理者及び運転者等に対し、社内でのポスターの掲示等を通じて周
知徹底が図られているか。
なお、車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車を所

有していない場合は「〇」を記載する。

(4)

車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車について、
タイヤ脱着作業は、計画的に正しい知識を有する者に実施させている
か。
　なお、対象車両を所有していない場合は「○」を記載する。

(5)

　車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車について、
自社でタイヤ脱着作業を行った場合には、大型車の車輪脱落事故防
止「令和７年度緊急対策」で定めるタイヤ脱着作業管理表等を用い、
適切なタイヤ脱着作業の結果を記録しているか。
　また、タイヤ脱着後50km～100km走行後にトルク・レンチを用いて規
定トルクでホイール・ナットの増し締めを実施しているか。
　なお、対象車両を所有していない場合には「○」を記載する。

(6)

車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車について、
日常点検時に、点検ハンマーによる打音（ＩＳＯ方式のホイール・ナット
については、インジケータやマーキングを用いた目視に代える事が出
来る）により、ホイール・ナット及びホイール・ボルトの緩み等について
確認しているか（特に車輪脱落事故の多い左後輪）。
併せて、「ホイール・ナットの脱落及び緩み」や「ホイール・ボルト付近

のさび汁痕跡」、「ホイール・ナットから突出しているホイール・ボルトの
不揃いの確認」等についても点検を行っているか。
　なお、対象車両を所有していない場合は「○」を記載する。

(7)

車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車について、タ
イヤ脱着時にホイール・ボルト、ホイール・ナット及びホイールの錆や
汚れの状況を確認し、錆や汚れを除去した上で、必要箇所に潤滑剤
を塗布してから組み付けているか。また、錆や汚れの除去が不可能な
ものは交換しているか。
なお、対象車両を所有していない場合は「○」を記載する。

(8)

保有する車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車全
てについて、年末年始輸送安全総点検期間中に、ホイール・ナットが
規定のトルクで締め付けられているかの確認をし、締め付けトルク不
足が発見された場合は、その車両数及び事業所内の全車両数を記載
する。
なお、対象車両を所有していない場合は「○」を記載する。

(9)

スペアタイヤ取付装置、スペアタイヤの取付状態、ツールボックスの
取付部について３ヶ月毎の定期点検を実施しているか。
（車両総重量８トン以上又は乗車定員３０人以上の自動車に限る。対
象車両を所有していない場合は○を記載。）

66．． 大大雪雪にに対対すするる輸輸送送のの安安全全確確保保のの実実施施状状況況

（1）

気象情報（大雪や雪崩、暴風雪等に関する警報・注意報を含む。）や
道路における降雪状況等を適時に把握することにより、運行経路の道
路情報、道路規制情報、気象情報に基づき、乗務員に適切な指示を
行える体制を構築しているか。

（2）

雪道への備えとして、以下の事項を実施する体制を構築しているか。
・冬用タイヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着の徹底
・冬用タイヤの溝の深さが、タイヤ製作者の推奨する使用限度を超え
ていないことの確認

※※降降積積雪雪期期ににおおいいてて降降雪雪地地域域をを運運行行ししなないい場場合合はは「「〇〇」」をを記記載載
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行政だより

様式１－４
（事業者用）

点点検検結結果果

１１．． 点点呼呼のの実実施施、、運運転転者者にに対対すするる指指導導監監督督のの実実施施状状況況

(1)

適宜、運転者の運転免許証の携行及び有効期限の確認を確実に行
うとともに、運行経路の指示や、あおり運転・スマートフォン使用等の
ながら運転の禁止等道路交通法の遵守について、十分な指導・監督
を行うなど事故防止対策が図られているか。

(2)
適性診断結果を活用した指導を行っているか。特に、高齢の運転者に
対し、加齢に伴う身体機能の変化の程度に応じた安全な運転方法に
ついて指導を行っているか。

(3)
事故が発生した際は、その事故の実態を確実に把握し、十分な指導・
監督を行うなど事故防止対策が図られているか。

(4) 過積載運行等の防止を図っているか。

(5)

過積載、暴走等を助長するような車両の不正改造（例：不正な二次架
装、速度抑制装置の機能の解除、前面ガラス等への装飾板の取付、
さし枠の取付、突入防止装置の取外し、点滅灯火の取付け等）の防止
が徹底されているか。

(6)

交差点での右左折時をはじめとした歩行者等との事故を防止するた
め、運転者に対し、以下の事項を徹底しているか。
・自動車の構造上の特性（視野、死角、内輪差、等）を理解させ、直
前、側方、後方などの見えない部分に配慮した運転が必要であること
を認識させること。
・一時停止または徐行するなどの道路交通法の規定を遵守するととも
に、歩行者や自転車などの行動を理解し、走行時に配慮することによ
り、事故を回避できることを認識させること。

（7）
路上横臥者との轢過事故等を防止するため、夕暮れ時等における前
照灯の早めの点灯及び走行用前照灯（上向き）とすれ違い用前照灯
（下向き）の小まめな切替えを励行すること。

２２．． ココンンテテナナ輸輸送送ににおおけけるる安安全全対対策策のの実実施施状状況況

(1)
コンテナの運送開始前に、トレーラの荷台とコンテナを固定する緊締
装置のロックを徹底するよう運転者に指導しているか。

(2)
トラクタ・トレーラの構造上の特性と、当該特性及びコンテナ内貨物の
状態を踏まえた運転時の適切な運転操作について運転者に指導して
いるか。

(3)
国際海上コンテナの運送を行う場合には、荷主や取次事業者等、運
送の委託者からコンテナ内貨物の重量、品目、梱包、危険物に関する
情報を取得し、当該情報を運転者に伝達しているか。

(4)

国際海上コンテナの運送を行う場合には、荷主や取次事業者等、運
送の委託者から取得した情報に基づき適切な車両を手配するととも
に、当該情報によりあらかじめコンテナに不具合のおそれがあると認
められる場合には、当該委託者に連絡し、対応について指示を仰いで
いるか。

問問題題点点ががああれればばそそのの内内容容とと講講じじたた措措置置等等点点　　検検　　事事　　項項

※（コンテナ輸送がない場合は全て○を記載。）
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様式１－４
（事業者用）

(5)

国際海上コンテナの運送を行う場合には、コンテナの運送開始前に、
重量超過、偏荷重、高重心、コンテナの損傷、内容物の漏れ、その他
不具合が生じていないか確認し、これらのおそれがある場合には、事
業者に連絡するよう運転者に指導しているか。

４４．．
自自然然災災害害、、事事故故等等発発生生時時のの乗乗客客等等のの安安全全確確保保ののたためめのの通通報報・・連連絡絡・・
指指示示体体制制のの整整備備・・構構築築状状況況

(1)
自然災害・事故・事件等発生時（テロ発生時を除く。）における対応措
置（連絡通報体制、避難誘導体制等）を整備・構築し、これらが機能す
るよう、実践的な訓練を実施しているか。

(2)
自然災害の発生に備えて、営業所や車庫、車両等の安全確保のため
の措置を講じているか。

(3)
危険物等運搬車両については、緊急連絡カード（イエローカード）の携
行その他必要事項について規定されているか。

(4)
「自動車運送事業者等用緊急時対応マニュアル」にある速報対象とな
る事故・事件が発生した場合、当該マニュアルに従い、速やかに各地
方運輸支局等緊急連絡担当先へ連絡できる体制を整えているか。

５５．．
テテロロ防防止止ののたためめのの警警戒戒体体制制のの整整備備状状況況やや乗乗客客等等のの安安心心確確保保ののたためめ
のの取取組組、、テテロロ発発生生時時のの通通報報・・連連絡絡・・指指示示体体制制のの整整備備状状況況及及びびテテロロ発発
生生をを想想定定ししたた訓訓練練のの実実施施状状況況

(1)
始業・終業時等における車内の点検及び営業所・車庫内外の巡回が
徹底して実施されているか。

(2)
不審者情報の入手及び不審な宅配便等貨物を発見した場合の警察
への連絡等適切に対応できる体制が整っているか。

６６．．
新新型型イインンフフルルエエンンザザ等等のの対対応応ママニニュュアアルル、、事事業業継継続続計計画画のの策策定定状状
況況、、対対策策にに必必要要なな物物資資等等のの備備蓄蓄状状況況及及びび職職場場ににおおけけるる感感染染防防止止対対
策策のの周周知知・・徹徹底底状状況況ななどどのの感感染染症症対対策策のの実実施施状状況況

(1)
職場内におけるうがい、手洗い及び消毒用アルコールを使用した手
指消毒の徹底が図られているか。

(2)

インフルエンザ等の流行に備え、中核となる事業の継続あるいは早期
復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における
事業継続のための方法、手段などを取り決めておく事業継続計画、又
は対応マニュアルが策定されているか。

実施回数

注）「点検結果」欄には○（良好）、×（改善を要する）を記入下さい。

　総点検期間中に経営トップ等の幹部が現場視察を実施した回数

点　検　項　目 備　　　考
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～年末・年始の交通事故防止県民運動～ 

 

本年 10 月末現在における県内の交通事故の状況は、昨年同期と比べて死者数は３５人と１１人

減少しているほか、人身事故件数は約３パーセント減少しているものの、物損事故件数を含めた総

事故件数は約２パーセント増加するなど、依然として予断を許さない状況にあります。 

また、これからは、日没も早まり、夕暮れ・早朝といった薄暗い時間や夜間における重大事故の

ほか、年末年始の忘年会・新年会シーズンには飲酒運転やそれに伴う重大事故の発生も懸念されま

す。 

 

こうした中、令和７年１２月１日（月）から令和８年１月７日（水）までの期間、「年末・年始

の交通事故防止県民運動」が県内一斉に展開されます。 

交通事故防止のためには、一人ひとりが交通事故のリスクを他人事と考えることなく、自分のこ

ととして強く認識し、相手に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちで交通ルールと交通マナー

の遵守を実践することが大変重要です。 

ドライバーはもちろん、歩行者も、自転車利用者も、一人ひとりがそれぞれの立場で「ゆずる・

とまる・まもる」を心がけて、交通事故を起こすことなく、新しい年を迎えましょう。 

 

ススロローーガガンン  「「新新年年へへ  無無事事故故ののタタススキキ  つつななごごううよよ」」  

  

【【重重点点目目標標】】  

・飲酒運転の根絶 

・夕暮れ時・夜間等における交通事故防止とスピードダウンの励行 

・信号機のない横断歩道における歩行者優先等の徹底 

・自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 

  

 

これらの目標以外にも、組織や地域の実態にあわせ、必要に応じて自主重点目標を設定して運

動に取り組んでください。 
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１１  「「飲飲酒酒運運転転のの根根絶絶」」にに関関すするるもものの    

◆ 自転車も含め、飲酒運転は犯罪です。年末・年始はお酒を飲む機会が増えますが、飲む量に

かかわらず運転の「認知・判断・操作」に悪影響を及ぼし大変危険です。「飲んだら乗るな！

乗るなら飲むな！」を徹底しましょう。体内のアルコールの分解には個人差があり、二日酔い

でも飲酒運転になります。アルコール検知器で確認するなど、飲酒した翌日も注意しましょう。 

 

◆ 飲酒運転は「しない。」「させない。」「許さない。」 

周りの人やお酒を提供するお店の人も、一声かけるなどして、絶対に飲酒運転をさせないよ

うにしましょう。車で飲みに行く場合は、あらかじめハンドルキーパーを必ず確保しておきま

しょう。 

 

◆ 自転車や車を運転する場合、運転者にアルコール検知器を積極的に使用することで、飲酒運

転を未然に防止しましょう。特に事業者は、業務に使用する車の運転者に対するアルコールチ

ェックの義務を遵守しましょう。 

 

◆ 自転車の飲酒運転も犯罪です。令和６年１１月１日から道路交通法の一部が改正され、自転

車の「酒気帯び運転等」の罰則が規定されました。自転車の運転者のほか、酒類提供者や同乗

者、自転車の提供者も罰則が適用されます。自転車の飲酒運転による重大事故も発生してお

り、非常に危険です。 

 

◆ 家庭や地域、職場において、日頃から飲酒運転の悪質性や危険性、飲酒運転が引き起こす事

故の悲惨さや責任の重大性等について話し合い、飲酒運転を根絶しましょう。  

  

２２  「「夕夕暮暮れれ時時・・夜夜間間等等ににおおけけるる交交通通事事故故防防止止ととススピピーードドダダウウンンのの励励行行」」にに関関すするるもものの    

◆ 日没が早いこの時期は、夕暮れ時・夜間に歩行者が被害に遭う事故が多発しています。夕暮

れ時や夜間に出かけるときは、歩行者も自転車も、夜光反射材や LED ライト、明るい目立つ色

の服装で自分の存在をアピールしましょう。 

 

◆ 車と自転車は「早めのライト点灯」を心がけ、車では先行車や対向車がいない場合、ハイビ

ームを活用し、横断者や道路状況の早期把握に努めましょう。 

 

◆ 速度を示す道路標識や標示を確認しましょう。制限速度の範囲内でも、住宅街の細い道や通

学時間帯といった道路や交通の状況、などに応じた安全な速度で運転しましょう。 

 

◆ 車は急には止まれません。危険が発生したときに安全に停止できる速度で運転しましょう。

高速道路や雨天といった道路や気象の状況に応じて安全な速度で運転し、合わせて車間距離を

十分とりましょう。 

 

◆ カーブでは、車が外に飛び出そうとする力が働きます。手前で十分減速しましょう。 

 

３３  「「信信号号機機ののなないい横横断断歩歩道道ににおおけけるる歩歩行行者者優優先先等等のの徹徹底底」」にに関関すするるもものの   

◆ 横断歩道の歩行者優先は、マナーではなく運転者の義務です。ドライバーの皆さん、横断歩

道を渡ろうとしている人や横断している人がいるときには、歩行者の横断を妨げてはいけませ

ん。必ず一時停止して、歩行者に進路を譲りましょう。 

 

◆ 横断歩道の道路標識や予告標示（ダイヤマーク）に注意しましょう。横断歩道の目印です。 
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◆ 横断歩道が近くにあるところでは横断歩道を利用しましょう。信号機のある横断歩道では、

信号機に従い横断しましょう。 

 

◆ 横断歩道を渡るときは、ドライバーに対して「アイコンタクトを送る」「手を上げる」こと

で渡ろうとする意思を運転者に示しましょう。 

 

４４  「「自自転転車車のの交交通通ルルーールルのの理理解解・・順順守守のの徹徹底底ととヘヘルルメメッットトのの着着用用促促進進」」にに関関すするるもものの    

◆ 令和８年４月１日から交通反則通告制度が導入されます。自転車の通行方法のルールを今一

度確認し、しっかりと守りましょう。 

 

◆ 昨年までの過去１０年間に、県内で発生した自転車事故におけるヘルメット非着用時の致死

率は、着用時と比べて約２．２倍高くなっています。自転車乗車中の事故から命を守るため、

ヘルメットを必ず着用しましょう。 

 

◆ 自転車は交通事故の被害者になるばかりでなく、相手方が自転車や歩行者である場合、加害

者になってしまいます。自転車事故で相手方に重大なけがを負わせたことにより、裁判で１億

円近い賠償を命じられたケースもあります。 

  交通ルールを守り自転車を安全に利用することはもちろん、交通事故に備えて、自転車損害

賠償責任保険（共済）に加入することが必要です。（ 

 

◆ 令和６年１１月１日から道路交通法の一部が改正され、自転車の運行中における携帯電話使

用等いわゆる「ながら運転」の罰則が規定されています。自転車も含め、「ながら運転」は絶

対にやめましょう。 

 

◆ 自転車が用水路等へ転落する事故が後を絶ちません。自転車は手軽で便利な乗り物ですが油

断は禁物です。ちょっとした不注意やハンドル操作のミスが大きな事故を引き起こします。油

断せず、慎重な確認と運転操作を心がけましょう。また、柵のない用水路沿いの細い道など、

危険な場所では自転車を降りて押して歩きましょう。 

 

５５  そそのの他他   

◆ 交通ルールは全国共通です。一人ひとりがしっかりルールを守り、相手に対する「思い

やり・ゆずり合い」の気持ちで「ゆずる・とまる・まもる」といった交通マナーを実践し

て、交通事故を防ぎましょう。 

 

◆ 交差点等を右左折するときは、その手前 30 メートルから確実に合図を出しましょう。信号

待ちでも合図を出しておきましょう。また、車線変更・進路変更をするときは、３秒手前から

確実に合図を出しましょう。  

 

◆ 違法駐車は渋滞や交通事故の原因となります。「ちょっとの間だけ」と軽い気持ちで駐車し

たあなたの一台のために、みんなが迷惑してしまいます。 

 

◆ 一人ひとりがマイカーの使用を控えることにより、交通渋滞が緩和され、交通事故の防止に

もつながります。公共交通機関の利用に努めましょう。 
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●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇取得促進特設サイト

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

年休取得促進
特設サイト▶

年
休
と
っ
て

ほ
っ
と
ひ
と
や
す
み

年
末
年
始
は

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

 年次有給休暇  を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
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〇〇株式会社と〇〇労働組合とは、標記に関して次のとおり協定する。 
1　当社の従業員が有する〇〇〇〇年度の年次有給休暇(以下「年休」という。)のうち5日を超える部分については、6日を限度として計画的に付与するものとする。
なお、その有する年休の日数から5日を差し引いた日数が6日に満たないものについては、その不足する日数の限度で特別有給休暇を与える。

2　年休の計画的付与の期間及びその日数は、次のとおりとする。
前期=4月～9月の間で3日間　後期=10月～翌年3月の間で3日間

3　各個人別の年休付与計画表は、各期の期間が始まる2週間前までに会社が作成し、従業員に周知する。
4　各従業員は、年休付与計画の希望表を、所定の様式により、各期の計画付与が始まる1か月前までに、所属課長に提出しなければならない。
5　各課長は、前項の希望表に基づき、各従業員の休暇日を調整し、決定する。 
6　業務遂行上やむを得ない事由のため指定日に出勤を必要とするときは、会社は組合と協議の上、前項に基づき定められた指定日を変更するものとする。
　〇〇〇〇年〇月〇日

年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結べば、年5日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。
労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。

〇〇株式会社 代表取締役 〇〇〇〇
〇〇労働組合 執行委員長 〇〇〇〇

労働基準法が改正され、2019年4月から年5日間の年次有給休暇を確実に取得させることが必要となっています。

「年次有給休暇の計画的付与制度」とは、年次有給休暇の付与日数のうち5日を除いた
残りの日数について、労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。
この制度の導入によって、休暇の取得の確実性が高まり、労働者にとっては予定していた活動が
行いやすく、事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。

時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。

❶日数 付与日数から５日を除いた残りの日数を計画的付与の対象にできます。

年次有給休暇の付与日数が10日の労働者 年次有給休暇の付与日数が20日の労働者

◎前年度取得されずに次年度に繰り越された日数がある場合には、繰り越し分を含めた付与日数から５日を引いた日数を計画的付与の対象とすることができます。

●就業規則や労使協定のモデルは、「年次有給休暇取得促進特設サイト」をご覧ください。

注）時間単位の年次有給休暇の取得分については、確実な取得が必要な 5日間から差し引くことはできません。

例 1 例 2

5日 5日 15日 5日
事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる 事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる

❷活用方法

年次有給休暇の計画的付与に関する労使協定の例（個人別付与方式の場合）

方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

企業、事業場の実態に合わせたさまざまな付与の方法があります。

全従業員に対して同一の日に付与

班・グループ別に交替で付与

個人別に付与

製造部門など、操業を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

流通・サービス業など、定休日を増やすことが難しい企業、事業場などで活用

年次有給休暇付与計画表により各人の年次有給休暇を指定

一斉付与方式
交替制付与方式
個人別付与方式

〈労使協定で定める事項〉
① 時間単位年休の対象労働者の範囲
　  対象となる労働者の範囲を定めてください。一部の者を対象外と  
　  する場合には、「事業の正常な運営を妨げる場合」 に限られます。
② 時間単位年休の日数
　  １年５日以内の範囲で定めてください。

③ 時間単位年休１日分の時間数
　  １日分の年次有給休暇が何時間分の時間単位年休に相当するかを定めて
　  ください。１時間に満たない端数がある場合は時間単位に切り上げてく
　  ださい。（例）所定労働時間が１日７時間30分の場合は８時間となります。
④ １時間以外の時間を単位として与える場合の時間数
　  ２時間単位など１日の所定労働時間数を上回らない整数の時間単位を
　  定めてください。

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
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協会だより

令令和和７７年年度度第第２２回回 整整備備点点検検講講習習会会ののごご案案内内

岡山県トラック協会では車両故障を起因とする重大事故が増加傾向にあることか
ら、車両故障の低減を図るため、ディーラー各社のご協力をいただき、日常点検の
座学・実技等を取り入れた整備点検講習会を下記のとおり開催することといたしまし
たのでご案内申し上げます。
参加をご希望される方は、点線部より下の参加申込書に必要事項をご記入のう

え、ＦＡＸにてトラック協会本部へお申し込みください。
なお、１社２名までの申込とさせていただき、２０名になり次第締め切りとさせてい

ただきます。
記

１．開 催 日 令和８年２月７日(土）

２．開催場所 自動車運転練習場（岡山市東区中尾３５５－１）

３．申 込 先 岡山県トラック協会 本部
TEL ０８６－２３４－８２１１／FAX ０８６－２３４－５６００
※申込期限：１月２３日（金）まで

４．スケジュール
時 間 講 習 内 容
８：３０ 受付開始
９：００ 開講挨拶・実施要領説明
９：１０ 座学（日常点検について）

１０：１０ 休憩・移動
１０：３５ 実技（日常点検について）大型車２台使用
１１：４０ 座学（車輪脱落事故防止について）
１２：００ 修了証交付・閉講

※ヘルメット、点検ハンマー、手袋、筆記用具をご持参ください。
以上

年 月 日

整備点検講習会 参加申込書

（一社）岡山県トラック協会 本部 宛
（必ずご記入下さい) 会 社 名

住 所

電話番号

Ｆ Ａ Ｘ

担当者名

トラック運送 業務で乗車して

参加者名(フリガナ) 整備管理者資格 に係る運転歴 いる車のサイズ

（ ）

有 ・ 無 年 大型・中型・小型

参加者名(フリガナ)

（ ）

有 ・ 無 年 大型・中型・小型
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本 会 〒700-8567
岡山市北区青江1-22-33
TEL  086-234-8211 （代） 　 FAX  086-234-5600

岡 山 支 部 〒700-0941
岡山市北区青江1-22-33
TEL  086-234-8211 　 FAX  086-234-5600

倉 敷 支 部 〒710-0847
倉敷市東富井850-1
TEL  086-425-0108 　 FAX  086-425-0138

備 中 支 部 〒714-1224
小田郡矢掛町本堀1296-1
TEL  0866-83-1365 　 FAX  0866-83-1366

美 作 支 部 〒708-0842
津山市河辺722-5
TEL  0868-26-4436 　 FAX  0868-26-4450

備 前 支 部 〒705-0023
備前市伊里中516-1
TEL  0869-67-2882　 FAX  0869-67-2883

自動車運転練習場 〒709-0626
岡山市東区中尾355-1
TEL  086-279-8022 　 FAX  086-279-8022

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　1 階
TEL  086-234-1332 　 FAX  086-234-5600

岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県高速運輸事業協同組合

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　2 階
TEL  086-234-8100 　 FAX  086-234-8383

自動車事故対策機構　岡山支所
運行管理者各講習・適正診断等に関するお問い合わせは
こちらへご連絡ください。

〒700-0941　岡山市北区青江1-22-33　3 階
TEL  086-232-7053 　 FAX  086-231-6742

一般社団法人 岡山県トラック協会及び支部 ご案内

岡山県トラック総合研修会館 入居団体 ご案内

1.	 	令和7年度中国運輸局岡山運輸支局長表彰
2.	 	はたらくトラックファミリーフェスタ2025を開催
4.	 	「トラックの日」小学生絵画コンクールの表彰式について
5.	 	小学生絵画コンクール入賞作品について
7.	 	青年協議会はたらくトラックファミリーフェスタに参加
8.	 	物流企業合同企業説明会＆トラック運転体験乗車会を開催
9.	 	チャリティゴルフを開催しました
10.	 	中国トラック協会　事故防止研修会を開催
12.	 	全国トラックドライバーコンテスト
12.	 	岡山県物資オペレーション訓練に参加
13.	 行政だより
 ・ トラック物流問題解決に向けたオンライン説明会
 ・ 令和7年度 年末年始の輸送等に関する安全総点検
 ・ 年末年始の交通事故防止県民運動
 ・年末年始の年次有給休暇取得促進について

29.	 協会だより
 ・令和７年度第２回整備点検講習会のご案内
 ・人材確保・労働環境改善セミナー
 ・助成金をご活用ください
 ・無料採用ホームページ制作のご案内
 ・令和7年度主な助成事業の申請状況について
 ・青年協議会 会員募集中！

38.閲覧室
 ・自動車事故対策機構岡山支所だより
 ・ヤマト・スタッフ・サプライ
 ・お知らせ

C o n t e n t s

［今月のトピックス］



携帯電話からの接続には、所定の通信料がかかります。
また、QRコード®は読み取り条件などによって読み取
れない場合があります。
※�QRコード®は、株式会社デンソーウェーブの登録商
標です。

研修会、定期イベント、助成金の申請状況等の情報を随時アップしています！

◎本誌内容も閲覧できるようになりました。

ホームページをご活用ください
https://okayama-ta.or.jp

岡山県トラック協会 検 索

重要なお知らせはこちらに掲載

最新のニュースはこちら

各種申請様式のダウンロード・
セミナー等のお知らせはこちら

編集発行　令和7年12月1日
一般社団法人 岡山県トラック協会

〒700-8567　岡山市北区青江1-22-33  
TEL.086（234）8211　FAX.086（234）5600
https://okayama-ta.or.jp

↓

からご覧ください。

おかやまトラック輸送情報／今月の行事

協会の取り組み

定期的な閲覧と
積極的なご活用
をお願いいたします。




